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大人の責任 ～本当のしつけ～
子どもは親（大人）の後ろ姿を見て育つと言われます。そんな折、ある冊子で「つもりのしつけ」という興味深

い一文を読みました。調査の結果から、保護者の多くは、わが子を十分にしつけたつもりになっているというので
す。その調査では、保護者と教師の８割以上が、一般的な家庭のしつけについて不十分だと思っているにもかかわ
らず、７割の保護者は、わが子のしつけはうまく行われていると捉えているというのです。つまり、多くの保護者
は、他の家庭のしつけは不十分だけれど、わが家では十分にしつけているつもり、だというのです。たとえば、私
たちは、子どもに「あいさつをしなさい」と毎日のように言っています。言っているから十分にしつけているつも
りになっています。けれども、実際に子どもがあいさつできないとしたら、本当にしつけていることにはなりませ
ん。私たち大人は、子どもをしつけたつもりではなく、本当にしつけるために、しつけの結果を確認する必要があ
りそうです。

「江戸しぐさ」の中に、子育てに関する興味深い言葉があります。（江戸しぐさとは、江戸の人々が行っていた
とされる礼儀作法や粋なしぐさのこと）

『三つ心、六つ躾（しつけ）、九つ言葉、十二文（ふみ）、十五理（ことわり）で末決まる』

この意味は、３歳までに心の大切さを理解させ、６歳までに公私の区別をしつける。９歳までに相手に失礼にな
らないようにあいさつを覚え、１２歳できちんと文章を書けるようにする。そして１５歳で自然の摂理を理解させ、
大人の仲間入りをさせるというものです。まさに、このことは現代の大脳生理学にもかなった子育てと言われてい
ます。（裏へ続く）
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家庭・地域・学校がそれぞれの場で、子どもの姿を見ながら、じっくりと「本当のしつけ」ができるように取り
組みたいですね。

気になる「江戸しぐさ」をいくつか紹介します。

・傘かしげ：雨の日に互いの傘を外側に向け、ぬれないようにすれ違うこと。
・肩引き：道を歩いて、人とすれ違うとき左肩を路肩に寄せて歩くこと。
・時泥棒：断りなく相手を訪問し、または約束の時間に遅れるなどで相手の時間を奪うのは重い罪（十両の罪）

にあたる。
・うかつあやまり：たとえば相手に自分の足が踏まれたときに、「すみません。こちらがうかつでした」と自分

が謝ることで、その場の雰囲気をよく保つこと。
・七三の道：道の真ん中を歩くのではなく、自分が歩くのは道の３割にして、残りの７割は緊急時などに備え、

他の人のためにあけておくこと。


